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られた 44 名を本研究の対象者とした（回収率 73％）。 
２．データ収集期間  

































































すべてを本研究の分析対象とした。1 回分のメモには、   
44～270 文字（平均 126.5 文字）の記載がみられた。対
象学生は、6 回のロールプレイの中で患者役または看
護学生役のどちらかを 1～2 回経験していた。患者役
を経験した学生は 26 名おり 28 件の記載が得られた。
看護学生役を経験した学生は、24 名で 25 件の記載が
得られた。すべての学生が観察者を 4～5 回（平均回数









  対象学生のメモから得られた 210 件の記載につい
て、それぞれの記載と記載時に担当した役割と担当
回を変数にし、対応分析を行った。説明率は、成分
1 は 62.88％、成分 2 は 37.12％となった。樋口 13）に
よれば、0 付近に配置されている抽出語はどのよう
な文にも出現しており、特に特徴のない抽出語とみ




















患者役を経験した 28 件のメモの内容について 
ロールプレイの担当回を変数として共起関係を





抽出語前後の文章の例（最小出現頻度 3、上位 50 語、







































6 難しい  0.30 
自然な流れで持っていくのは難
しいなと思った。 (21) 
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  次に、観察者を担当した学生の気づき 210 件の記















質問  0.33 
象徴的な質問より短く答えやすい質
問をしようと思ったが… (23) 




























































最小出現数 15）図 1．学生の担当役割を変数とした場合の記載内容からの抽出語の対応分析の結果  























































1 学生  0.29 
学生の話し方が穏やかで、雰囲気
が良いと思いました。 (10-1) 






















図 2．観察者の担当回を変数とした場合の記載内容からの抽出語の対応分析の結果  
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